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10歳 の男児に発症した脊髄 epidermoid eystの 1例

柴 口l元 爽  太 田 弘 敏  高橋 育太郎

11司 貴 文  松 本 仕 久

鍛川市民病院整形外下|

K●.wo“ ,表 皮様妻胆 (E,i`●●い00●´|)小 児 (Chil`)査 ‖Шn,6,...。 .d“いo,)

は じ め に

,櫛 皿場の中で ,,id"moid。,stは稀である

今回我々は 10歳の男児に発淀した本疾忠の 1例

を経験したので報告する

症    例

10歳 月児

■ 訴:両大随痛

既往歴 家族歴,特記すべきことはない

現同精.平成 14年 6月 10Hバ スケットヤー

ル■に 人とぶつかってから 右大腿痛が出現し

“

々に左大腿にも拡がoた 同年 ,月 2311当 科

を椰介され受診した

現 症,両大腿部痛を訴え 脊,は ,1回 側弯位

をとっていた 皮膚には興I所 見はなく 筋力低

下 知i興 常 勝航直腸障害などのIl経症状は認
められなかoた また 1肢 深部に反射は正十で

あoた

11滋 生イレ 検脊では ス常はみられなかった

画像所見1脊社の単純 X線 像では 側弯を旱L

ているが ,破 襖像はなかった (図1)MRで は

第 12痴推0ら 第 1腰 llにかけて TlW ow T2W

h gi Cdで 日nが エン ンスされた爾瘍陰影を

呈した (図2)

経過,自己血

"■

後 8月 29月 に 富田らの報

告による環納式ll弓形成術を用いて手術を行ぅた

第 H胸 椎から第 2腰 Ilの41[弓を l llとして切

離後 4ヽ1ヽ1・mの 駆膜内剛 痛を摘|し た後

淮弓を環納して吸収糸で縫合固定した

病理IR繊学的],断,中央に扁平 L皮 とケラチン

用|‖撤を認め ●■d m̈oid・yれ と診断した なお

皮耐 属器官は認めなかった (図3)

術後経過:手術後 痛みは消失した 2適 間の体

幹ギプス後 フレーム●ルセットを有用 して退l.

図 1初 診1,単|[X想 像

した 術後 1カ月のX線 像では ,1弯は,,人 した

が 骨切り線は確認できた 1カ 月のX縁 像では

骨切線は見えなくなり lII後 6カ 月の CTで

`懸合を誕認した

最終珍察時の 18か 月後の X線 像で 背社の変

リレはなく また MRIで も版瘍の,発 は認めない

考    察
E,ido,ぃ。1●|,tは ■樹師瘍の1～2%と 報告
されている|

本症の成因にま (1)胎生りJ3～ 5週 に外胚業が

劇嗜倍内に迷入する先天性のもの (2)腰椎穿刺

でのll膚上皮の迷人による医贖世 後天社
(CIけ
・mi、ら・lの もの の 2つ がある

先天性のものは胸槌に多く 先天F■皮囃寝 二

分脊推 色輩性母斑などが合併することが多く

硬膜内樹外胆筋が多いが 時に髄内lr瘍もある

後天性では 腰lL″刺部の腰社推間レベルに多く
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